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昨
年
一
二
月
二
八
日
か
ら
三
一
日
、
平
壌
で
朝
鮮
労
働
党
中
央
委

員
会
第
七
期
第
五
期
全
員
会
議
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
異
例
な

こ
と
に
、「
政
治
局
常
務
委
員
会
決
定
書
」
に
よ
り
、同
会
議
が
「
一
二

月
下
旬
に
」
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い
た
。
全
員
会
議
が

四
日
間
に
も
わ
た
っ
た
の
は
、金
日
成
政
権
期
の
一
九
九
〇
年
以
来
、

実
に
二
九
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

対
米
強
硬
と
交
渉
可
能
性
の
両
に
ら
み

　

金
正
恩
委
員
長
は
、
長
時
間
の
「
歴
史
的
演
説
」
を
行
い
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
難
関
を
「
正
面
突
破
」
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
昨
年
元

日
の
「
新
年
の
辞
」
や
四
月
の
「
施
政
演
説
」
で
言
及
さ
れ
て
き
た
、

米
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
場
合
の「
新
し
い
道
」

が
、
事
実
上
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

演
説
で
は
、
米
国
が
「
強
盗
さ
な
が
ら
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
の

で
、
朝
米
間
の
膠
着
状
態
は
不
可
避
に
長
期
性
を
帯
び
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、「
米
国
の
対
朝
鮮
敵
視
政
策
」
に
よ
っ
て

朝
鮮
半
島
情
勢
は
、
よ
り
危
険
で
重
大
な
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。

　

北
朝
鮮
側
が
「
核
実
験
と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発
射
実
験
を
中
止
し
、
核
実

験
場
を
廃
棄
す
る
先
制
的
な
重
大
措
置
を
と
っ
た
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
大
統
領
が
直
接
中
止
を
公
約
し
た
大
小
の
合
同
軍
事
演
習
を

数
十
回
も
行
い
、
先
端
戦
争
装
備
を
南
朝
鮮
に
搬
入
し
て
軍
事
的
に

威
嚇
し
た
」
な
ど
と
し
て
米
国
の
対
応
を
強
く
批
判
し
、「
守
っ
て

く
れ
る
相
手
方
も
い
な
い
公
約
に
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
以
上
一
方
的
に

縛
ら
れ
て
い
る
根
拠
が
な
く
な
っ
た
」
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
遠
か
ら
ず
「
新
し
い
戦
略
兵
器
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
る
」
と

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授

礒
﨑
敦
仁

膠
着
状
態
の
交
渉
に
業
を
煮
や
し
た
か
の
よ
う
に
、

「
新
し
い
戦
略
兵
器
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
る
」
と

言
い
放
っ
た
金
正
恩
委
員
長
だ
が
、

実
は
、
そ
の
軸
足
は
経
済
的
自
立
に
置
か
れ
て
い
る
。

「
正
面
突
破
戦
」
と
は
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か
。

金
正
恩
の「
正
面
突
破
戦
」と
は

―
―
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
七
期
第
五
期
全
員
会
議

い
そ
ざ
き　

あ
つ
ひ
と　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、
ソ

ウ
ル
留
学
。
在
中
国
大
使
館
専
門
調
査
員
、ウ
ッ

ド
ロ
ウ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
な

ど
歴
任
。
著
書
に
『
北
朝
鮮
と
観
光
』『
新
版

北
朝
鮮
入
門
』（
共
著
）
な
ど
。
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宣
言
す
る
な
ど
、
米
国
を
強
く
牽
制
す
る
姿
勢
が
内
外
に
示
さ
れ
た
。

　

一
方
、「
ト
ラ
ン
プ
」
大
統
領
へ
の
名
指
し
批
判
を
避
け
、「
抑
止

力
強
化
の
幅
と
深
度
は
米
国
の
今
後
の
対
朝
鮮
立
場
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
る
」
な
ど
と
し
た
こ
と
か
ら
、
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大

統
領
選
挙
も
見
据
え
て
、
米
国
と
の
交
渉
可
能
性
も
依
然
と
し
て
考

慮
に
入
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
基
本
戦
線
は
経
済
戦
線
」

　

金
正
恩
委
員
長
は
、「
正
面
突
破
戦
に
お
け
る
基
本
戦
線
は
経
済

戦
線
」
と
定
義
づ
け
た
。「
経
済
建
設
に
有
利
な
対
外
的
環
境
が
切

実
に
必
要
な
こ
と
は
事
実
」
と
も
認
め
て
い
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る

の
は
、「
朝
米
対
決
は
、
今
日
に
至
っ
て
、
自
力
更
生
と
制
裁
と
の

対
決
に
縮
約
さ
れ
、
明
白
な
対
決
構
図
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
く
だ

り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
正
面
突
破
」
は
、軍
事
的
な
衝
突
で
は
な
く
、

人
民
は
経
済
制
裁
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
「
自
力
更
生
」
せ
よ
と
い
う

論
理
を
構
築
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

制
裁
は
当
面
の
間
解
除
さ
れ
ず
長
期
戦
に
な
る
と
の
認
識
も
明
確

に
さ
れ
た
。結
局
は
、「
自
力
更
生
、自
給
自
足
」で
経
済
建
設
を
進
め
、

「
自
力
富
強
、
自
力
繁
栄
」
を
目
指
す
方
針
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
生
産
に
お
い
て
「
潜
在
力
」
を
活
用
し
な
が
ら
最
大
限
に

「
節
約
」し
、科
学
技
術
を
重
視
す
る
と
い
う
方
針
も
相
変
わ
ら
ず
だ
。

　

内
閣
を
中
心
と
し
た
国
家
の
「
統
一
的
指
導
」
と
管
理
の
強
化
が

主
張
さ
れ
る
な
ど
全
体
と
し
て
新
味
に
欠
け
る
が
、
実
質
的
な
成
果

を
求
め
る
と
の
観
点
か
ら「
現
実
」と
い
う
用
語
も
多
用
さ
れ
る
。「
経

済
事
業
は
、
現
実
に
足
を
し
っ
か
り
つ
け
て
進
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
今
年
で
最
終
年

度
に
な
る
は
ず
の
国
家
経
済
発
展
五
ヵ
年
戦
略
に
つ
い
て
は
何
ら
言

及
が
な
か
っ
た
。

　

金
正
恩
演
説
に
は
抽
象
的
な
表
現
も
多
い
が
、「
大
統
領
」
に
つ

い
て
触
れ
た
部
分
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
約
束
し
た
と
さ
れ
る
米

韓
合
同
軍
事
演
習
の
中
止
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
は
要
注

意
で
あ
る
。
最
高
指
導
者
自
ら
自
国
民
に
周
知
す
る
形
で
言
及
し
た

以
上
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
米
側
が
譲
歩
す
る
こ
と
な
く
膠
着
を
打

開
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

対
外
関
係
に
つ
い
て
は
「
米
国
」
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

昨
年
、
一
昨
年
の
「
新
年
の
辞
」
で
重
視
さ
れ
た
南
北
関
係
に
つ
い

て
の
言
及
は
皆
無
で
あ
る
。
現
時
点
で
、
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
を

ア
テ
に
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
方
、「
外
交
戦
線
を
よ
り
強
化
す
る
」
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
連
安
保
理
に
よ
る
経
済
制
裁
が
実
質
的
に
緩
和

さ
れ
る
よ
う
、
中
国
と
ロ
シ
ア
に
対
し
て
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
●




